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企業概要

(所在地：岩手県盛岡市)

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

エネルギー使用量の削減、再生可能エネルギーの活用、廃棄物の3Rの推進

従業員の体の健康保持、女性活躍の推進、従業員のキャリア開発

文化・芸術・スポーツ活動、地域金融機関との連携、地域とのコミュニケーション

コンプラ体制の構築、業務効率化や生産性の向上、デジタル技術の活用

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

有限会社　柾屋電設

代表取締役社長　濱　忠勝

当社は、１９７８年の創業以来、地域とともに歴史を歩んでまいりました。創業者

の強い思いである上杉鷹山の歌「為せば成る、為さねば成らぬ、何事も、成らぬは人

の為さぬなりけり」の精神を引き継ぎ、電気工事業を通じて地域社会の発展に貢献し、

世の中を明るくする企業を目指しております。

また、お客様から信用されることはもちろん、働く人がやりがいを持って気持ちよ

く働くことにより幸せを感じ、それが仕事にも伝わりお客様へ満足のいく電気設備を

提供できるよう謙虚に努力してまいります。



マテリアリティ（重要課題）

有限会社　柾屋電設　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

2023年12月6日

有限会社　柾屋電設

代表取締役社長　濱　忠勝

【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

電気設備に係る省エネ、再エネ、創エネの普及を目的とした事業活動に取り組みます。

 環境の保全

・自社社屋蓄電池システムによる蓄電力の活用

・自社社屋太陽光パネルによる再生エネルギーの活用

・自社産廃ヤードの分別処理徹底と銅・鉄資源の100％リサイクル実施

 ▼ 目標・取り組み内容

 従業員の働きがい

従業員のスキルアップになることをバックアップし、各々の個性を発揮できる職場環境を整えます。

 ▼ 目標・取り組み内容

・定期的な健康診断の実施と計画年休休暇の導入

・女性従業員向け外部セミナーの受講

・資格取得、講習受講の実施計画策定

 地域社会への貢献

公共公営住宅や街路灯等の電気設備修繕活動を通じて、持続可能な地域社会の発展に貢献していきます。

 ▼ 目標・取り組み内容

・年一回以上社内レクレーションの実施（プロスポーツ観戦等）

・定期的な情報交換、金融機関主催の経営セミナーへの参加

・地域イベントへの参加及び協賛

・各種法令順守に係る研修会への参加及び社内勉強会の開催

・各工程において施工体制の効率化を図り生産性の向上を目指す

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

コンプライアンスを遵守し、当社に関わる人やお客様から信頼される企業を目指します。

・施工管理においてタブレット等を活用し、作業の効率化を図る


